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 要  旨 
 
近年、情報技術の進歩によって個人で使用できる高度なデザイン支援システムが普及した。し
かし、その多くはデザインの仕上げ段階を支援することにしか焦点を当てていない。スケッチや
GUI の分野では初期段階のデザイン活動に焦点を当てた支援システムが研究されているが、漫画
製作に関しては仕上げ段階を支援するシステムがほとんどである。一方、初期段階の漫画製作で
は、キャラクタ(登場人物の設定)・プロット(物語の筋書き)・ネーム(ラフなコマ割)という三要素
について抽象化と実体化の試行錯誤をする必要があるため、創造的デザイン活動の題材として扱
うことは適している。ただし、初期段階の漫画製作を観察した研究はないため、新たに観察実験
を実施する必要がある。 
そのため、本研究では以下のような二つの目的を設定した。 
(1) 初期段階の漫画製作を観察して三要素に関する特徴的行為を分析する 
(2) 次の二点を支援する漫画製作支援システムを構築する 
・三要素それぞれにおける抽象化と実体化の双方向インタラクション 
・要素間における双方向インタラクション 
プロ漫画家および漫画専門学校生を被験者とした本観察実験では初期段階の漫画製作における
三要素の描画過程を観察した。実験結果から、三要素における抽象化と実体化、および要素間に
おける双方向的なやりとりを分析し、漫画製作における双方向インタラクションの概念を導いた。 
導出した概念にしたがい、漫画製作支援システムに必要な機能として「抽象/実体インタラクシ
ョン」と「リンク機能」を実装した。抽象/実体インタラクションでは、文字と絵それぞれについ
て適した抽象化と実体化を実装し、リンク機能では、リンク先強調・リンク先抽象/実体化・リン
ク先オープンという三つの機能を実装した。 
評価実験では、文字/絵の判別実験、シナリオ実験、デザイン実験を実施し、本システムの機能
を検証した。実験および実験後のアンケート結果から、実装した機能について満足できる評価を
得ることができ、本システムの有効性を確認できた。 
 
 
